




















































Branding Insight to the Agriculture in Okinawa Prefecture























































































































































































































































































































マンゴー 因子１ 因子２ 因子３ 共通度 残差分散
１） 栄養成分 -0.153 -0.214 0.496 0.315 0.685
２） 糖度 -0.256 -0.271 0.650 0.561 0.439
３） 食べやすさ -0.183 -0.415 0.649 0.626 0.374
４） 原産地 -0.128 -0.225 0.775 0.672 0.328
５） 形 -0.468 -0.160 0.647 0.683 0.317
６） 色・ツヤ -0.597 -0.214 0.631 0.800 0.200
７） サイズ（大きさ） -0.536 -0.243 0.654 0.773 0.227
８） 知名度 -0.121 -0.385 0.715 0.674 0.326
９） 価格 -0.614 -0.368 0.431 0.698 0.302
10） 割引・特売 -0.597 -0.451 0.269 0.633 0.367
11） おまけやキャンペーン -0.415 -0.661 0.073 0.615 0.385
12） 広告で見た -0.108 -0.751 0.264 0.645 0.355
13） 友人等からの口コミ -0.201 -0.686 0.263 0.580 0.420
14） POP 広告 -0.079 -0.756 0.345 0.697 0.303
15） 店員の説明 -0.108 -0.707 0.350 0.634 0.366
16） 自宅から近くにお店がある -0.325 -0.551 0.227 0.461 0.539
17） インターネットで購入 -0.216 -0.509 0.146 0.327 0.673
18） 農産物直売所で購入 -0.190 -0.537 0.281 0.403 0.597
二乗和 2.200 4.358 4.241
寄与率 0.122 0.242 0.236








ゴーヤ 因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通度 残差分散
１） 栄養成分 -0.488 -0.065 0.483 0.093 0.485 0.515
２） 味 -0.347 -0.294 0.721 0.188 0.762 0.238
３） 食べやすさ -0.192 -0.323 0.612 0.202 0.557 0.443
４） 原産地 -0.566 0.013 0.365 0.190 0.490 0.510
５） 形 -0.809 -0.160 0.109 0.255 0.757 0.243
６） 色・ツヤ -0.736 -0.112 0.193 0.197 0.631 0.369
７） サイズ（大きさ） -0.653 -0.224 0.200 0.186 0.551 0.449
８） 知名度 -0.518 -0.192 0.145 0.293 0.412 0.588
９） 価格 -0.439 -0.446 0.397 0.273 0.624 0.376
10） 割引・特売 -0.278 -0.748 0.272 0.265 0.781 0.219
11） おまけやキャンペーン -0.088 -0.765 0.189 0.367 0.763 0.237
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12） 広告で見た -0.247 -0.436 0.041 0.667 0.698 0.302
13） 友人等からの口コミ -0.192 -0.188 0.123 0.786 0.706 0.294
14） POP 広告 -0.224 -0.219 0.078 0.861 0.845 0.155
15） 店員の説明 -0.323 -0.164 0.168 0.714 0.669 0.331
16） 自宅から近くにお店がある -0.266 -0.057 0.328 0.498 0.430 0.570
17） インターネットで購入 -0.073 -0.153 0.177 0.446 0.259 0.741
18） 農産物直売所で購入 -0.220 -0.082 0.419 0.455 0.437 0.563
二乗和 3.261 1.998 2.005 3.592
寄与率 0.181 0.111 0.111 0.200



















































（出所：Henry Assael, Marketing Management: Strategy 



















（出所：Henry Assael, 2nd ed., op.cit, p84.）
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てくるのである。それによって，マーケティング戦略の
あり方が異なってくる。例えば，マンゴーでは因子３が
ブランド志向のセグメントが該当し，ゴーヤでは因子４
のプロモーション重視のセグメントが該当することに
なってくる。マーケティング・ミックスのプロモーショ
ン展開で，ブランド間に差異を及ぼし，その結果，消費
者のセグメントの一部がマーケティング戦略に反応する
ことが考えられる。
２）脱コモデイティへ向けて
　あまり差別化のみられない２つの農産物はコモデイ
ティと呼ばれるカテゴリーであり，脱コモデイティへ向
けたマーケティング戦略を考えることにする。
　脱コモデイティ化に向けた取り組みは，１）価値の
類型における軸足のシフト（機能的価値から感性的価
値），２）価値の前提における軸足のシフト（既存の顕
在的価値から潜在的価値），３）その両方向での軸足の
シフトという３つの方向性で考えられるべきものとして
いる（注13）。コモデイティ化は，差異の程度については，
差異の小（同質性）であり，差異の小から大に向けて，
類似商品から大きく異なる商品へと展開を考えることに
なる。今回事例で取り上げている２つの農産物は差異の
小であり，コモデイティ化といえる。
　脱コモデイティの取り組みとして，感性的価値の強化
（①→②）として，マンゴーやゴーヤではパッケージデ
ザインの斬新さや売り場での POP 広告を用いた目立つ
工夫などによって，マンゴーの因子２のプロモーション
反応セグメントやブランド志向セグメントに対応でき
る。また，ゴーヤの因子１の形態志向セグメントや因子
４のプロモーション重視セグメントにおいても，形の良
さや見栄えや産地のイメージとともに感性的価値の強化
につなげることが感性的価値の強化となり，脱コモデイ
ティ化につながっていく。
　次に，マンゴーの因子１の価格志向セグメントやゴー
ヤの因子２の特売・キャンペーン重視セグメントや因子
３の味志向セグメントにおいて，サブカテゴリーの創造
（①→③）として，マンゴーやゴーヤを使用したレシ
ピ・料理の展開が考えられる。そのことで，脱コモデイ
ティ化が図られることになる。脱コモデイティ化の３つ
目の新カテゴリーの創造では，マンゴーやゴーヤには料
理の食仕方の中のパーツとして用いられることが考えら
れる。それは２つの農産物にとって，脇役の役目となる
ことを意味している。
第５節　まとめにかえて
　沖縄県産の農産物であるマンゴーとゴーヤに関するブ
ランド化への考察を行っている。論文の構成として，ブ
ランドの視点として，ブランドの定義，ブランド・マネ
ジメント，地域ブランドの先行研究，地域ブランド形成
プロセスからの視点を論じている。また，マンゴーと
ゴーヤに関するアンケート調査を通じての分析を実施
し，マーケティング戦略へのインサイトとして，消費者
行動の視点と脱コモデイティからの視点から考察を行っ
ている。因子分析の結果からいくつかのセグメントに対
応したマーケティング戦略により，ブランド化へとつな
がっていく可能性がうかがえた。
＜参考文献＞
・池尾恭一，青木幸弘，南知恵子，井上哲浩著（2010）『マー
ケティング』有斐閣。
・青木幸弘・恩蔵直人編（2004）『製品・ブランド戦略』有斐
閣アルマ。
・片山富弘（2009）『顧客満足対応のマーケティング戦略』五
絃舎。
・片山富弘監修（2007）『九州観光マスター検定１級公式テキ
ストブック』福岡商工会議所。
・片山富弘監修（2011）『九州観光マスター検定２級公式テキ
（注13） 　池尾恭一，青木幸弘，南知恵子，井上哲浩著（2010）『マーケティング』有斐閣，407～409ページ。延岡健太郎（2006）
『MOT 入門』日本経済新聞社を参考に青木幸弘が加筆修正している。
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図表４－３　脱コモデイティ化の方向性
価値次元の
変容
感性的価値
（暗黙・定性）
②　感性的価値の強化
（デザイン・使用感など）
④　新たな経験価値による
新カテゴリーの創造
（真の脱コモデイティ化）
機能的価値
（形式・定量）
①　コモデイティ化 ③　サブカテゴリーの創造
（用途開発・価値転換）
既存（顕在的） 新規（潜在的）
価値前提の変容
（出所：池尾恭一他（2010）『マーケティング』有斐閣，408ページ）
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ストブック（新版）』福岡商工会議所。
・片山富弘（2014）『地域活性化への試論』五絃舎。
・田中章雄（2008）『事例で学ぶ！地域ブランドの成功法則
33』光文社。
・田中章雄（2012）『地域ブランド進化論』繊研新聞社。
・電通 abic-project 編（2009）『地域ブランド・マネジメント』
有斐閣。
・長谷政弘編（2000）『観光マーケティング』同文舘。
・長谷政弘編（2003）『新しい観光振興～発想と戦略～』同文
舘出版。
以　上
　　沖縄県農産物のブランド化への考察　～マンゴーとゴーヤを対象に～　　
